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令和元年度第２回 八幡薬剤師会学術研修会開催のお知らせ

平素より、本会事業にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　今回は、下記の内容で研修会を開催いたします。
参加されます方は６月８日までにFAX(661-1066)にてお申込み下さい。既にお申込みいただいている方は再申し込みの必要はありません。
会場の都合上、参加多数の場合は締切日以降の受付･当日受付は致しませんのでご了承下さい。急な欠席の場合は、当日17時までに八幡薬剤師会までご連絡下さい。
このお知らせは当会ホームページに掲載しております。

記
日　　時　　令和元年６月13日（木）　19時30分～
　　　　　　　　場　　所　　健康医療福祉研修会館
演　　題　　社会情勢から考えられる緩和ケアチームと薬局の連携について
講　　師　　JCHO九州病院　薬剤部　秋吉尚雄　先生
会　　費　　正会員（Ａ会員･B会員･賛助会員）:　無料　
他地区会員：500円　
　　　　　　　　　　　　　　注意:　県薬研修カードを持参しない場合、非会員扱いとなりま
す。
非会員（正会員以外全て）：3,000円
	 ※研修会登録者（八幡の会員薬局勤務薬剤師で非会員）：20,000円／年
　 4/1より新年度となりますので、研修会登録料は新規でお申込み下さい。


　　　　　　　　日本薬剤師研修センター研修単位　　1単位

要旨
２０１８年診療報酬改定において在宅での看取り推進のために「緩和ケア病棟入院料」が１と２に分類され、入院期間が長い、もしくは自宅退院率が低い緩和ケア病棟は減収となった。
また、北九州は高齢化率が政令指定都市で全国１位であり、緩和ケアの対象患者も非がん患者にも及んできたため、最早地域の緩和ケア病棟だけでは許容量を超える状況となっている。
この事から、在宅での看取りを推進していく必要があり、かつ地域の限りある医療資源をなるべく多くの人に分配する為には、より一層地域での包括的な緩和ケアを切れ目なく効率的に行う事が必要となってくる。
今回は在宅支援やACP（アドバンス・ケア・プランニング）を絡めた連携の方向性について緩和ケアチームとしての立場から提案したい。
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